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令和４年度 かながわの遺跡展 「縄文人の環境適応」 特別講演（第２回） 2023.1.15 
 

 

縄文人の狩猟・漁労と環境適応 
 

樋泉岳二（早稲田大学） 
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図2．過去15000年間における関東
地方の相対的海水準変動曲線 
 （遠藤 2015） 

図1．グローバルな海水準変動（b）と 
関東地方の相対的海水準変動（d）． 
（遠藤 2015） 

出典： 遠藤邦彦（2015）『日本の沖積層－未来と過去を結ぶ最新の地層－』冨山房インターナショナル 

縄文海進 

環境変動： 
海水準と海進・海退 
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図3．日本列島における 
縄文貝塚の分布状況 
（樋泉 2014） 

図4．東京湾と沿岸貝塚の変遷（樋泉 2001）． 

元町貝塚（横浜市） 

中期前葉（五領ヶ台式期） 
 
大規模な斜面貝塚 
 
貝類組成： 
  
 アサリ主体 
  ＋ 
 マガキ・オキシジミ 
 ハマグリなど 
  ↓ 

 典型的な内湾性貝塚 

縄文中期：大規模貝塚の出現 
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横浜市元町貝塚における脊椎動物遺体の組成（横浜市埋蔵文化財センター 2008）．NISP比 

加曽利貝塚（千葉市） 
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中里貝塚（東京都北区） 

縄文中期末～後期初頭 
－4.2kaイベントの謎 

（横浜市歴史博物館 2016） 
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海獣狩猟民のムラ－称名寺貝塚 

（平林・横山2020） 

4.2ka イベント 
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4.2ka イベントの期間 

縄文中期末～ 
後期初頭の年代 

（小林2015） 

三ツ沢貝塚 

杉田貝塚 

杉田貝塚の貝層堆積状況 

環状貝塚 

縄文後期：ふたたび大規模貝塚の時代 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

第1地点 

第2地点 

合計 

イボキサゴ スガイ ツメタガイ イボニシ アラムシロ ハイガイ アサリ 

オキシジミ カガミガイ ハマグリ シオフキ マテガイ オオノガイ その他 

イボキサゴ ハマグリ シオフキ 

稲荷山貝塚（横浜市） 

稲荷山貝塚の貝類組成 
（樋泉 2002） 
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稲荷山貝塚における脊椎動物組成（樋泉 2002）．MNI比． 
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稲荷山貝塚の漁労・狩猟具 

縄文中期～後期：貝類の資源管理 
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縄文晩期：貝塚の衰退と狩猟の活発化 

逗子市桜山うつき野遺跡における脊椎動物遺体の組成（樋泉 2010）．NISP比 

● 

桜山うつき野遺跡 
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縄文晩期：寒冷化はあったか 

グリーンランド氷床コア（NGRIP）に示された完新世の気候変動 

縄文晩期の年代 
（3200-2400 cal BP） 

動物遺体から「寒冷化」は認められるか 

日本列島太平洋岸における完新世の貝類温暖種の分布変遷（松島1984） 

熱帯種 

亜熱帯種（ハイガイ） 

関東 

後晩期 
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図・データの出展 


